
文化交流の交差点｢栃木｣の
起源を縄文時代に探るⅤ

國學院大學栃木短期大学
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令和５年度の活動

１．第１回講座・ワークショップ ８月５日
２．中根八幡遺跡発掘 ８月２１日～８月２８日
３．現地説明会・縄文まつり ８月２７日
４．速報展 (参考館・市役所) １１月～１２月
５．岩宿博物館見学
・岩宿フォーラムの参加 １１月４・５日

６．第２回講座・ワークショップ １１月１１日
７．第３回講座・ワークショップ １２月９日



◆栃木市藤岡町に位置する縄文時代前期～晩期
(約7000年前～3000年前)の遺跡

◆後期～晩期を中心とした環状盛土遺構と推定さ
れる遺構

◆ 2015年から発掘調査を開始(今回９次調査)

遺 跡 概 要
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全体図 今回調査場所(C区)

上空から見た中根八幡遺跡

中根八幡神社
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今年度の調査について
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ここからは、後期初頭を中心とした土器片が多数出土。出土遺物の中

で特筆すべきものとしては、後期初頭（称名寺式期）のトリを模した把手
がある。この把手は栃木県内を中心に分布するものである。ほかには石
庖丁に類似した石器も検出した。

Ｃ区トレンチの北半分に設定したサブトレンチと、Ｃ区北トレンチでは、
遺物包含層を掘り下げた。そして、地山のローム層面で縄文時代後期初
頭（称名寺式期）のピット群を検出。これは住居の一部の可能性がある。

今年度は、前年度に引き続き盛土遺構の存在が推定される遺跡東端
部分（Ｃ区トレンチ・Ｃ区北トレンチ）の調査を実施。



発掘調査のようす①
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この部分

トリを模した獣面把手

• 後期初頭（称名寺
式）では、トリを模し
た獣面把手がつく

• 栃木地域を中心に
分布する土器



発掘調査のようす②

• 縄文時代後期初頭のピット群を検出
• 住居の一部の可能性がある

これをもって中根八幡遺跡
の調査はすべて終了!!



出土した遺物

後期初頭の土器（称名寺式） 石庖丁を模した石器



現地説明会
• 8月27日（日）に現地説明会と縄文まつりを開催しました。
• 炎天下の中、たくさんの方々が現地説明会に参加しました。



縄文まつり①

大勢の人が来場（200人）

のぼり旗はphotoshopで自作 縄文の音の体験（人間教育学科）

縄文衣装を着た短大生

縄文衣装を着た参加者



縄文まつり②

縄文なべ（鹿＆豚）

黒曜石のナイフで調理体験

栗とクルミで作った縄文クッキー アユとヤマメの塩焼き



2023年8月29日(火)下野新聞

下野新聞に掲載されました！

◆「人々が長期間にわたり造成を繰り返し
て生活していたこと、見つかった黒曜石
から東北や関西地方とも交流があった
ことを確認できた。」

◆本校の大工原豊准教授は「今後はこの
遺跡にとどまらず渡良瀬縄文文化圏の
実態を明らかにしていきたい。
縄文まつりは来年以降もレガシーとして
続けていきたい」と話している。

(下野新聞記事より)
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学 習 講 座
「栃木の縄文時代をもっと知ろう」

• 8月5日（土）、11月11日（土）、12月９日（土）に講座・
ワークショップを開催

• 栃木市市民交流センター

• 参加者 約40名



• 講座「栃木県南地域の縄文中期の土器」
講師：塚本師也 先生（益子町教育委員会）

第１回講座・ワークショップのようす

• ワークショップ「縄文土器の文様施文の体験」
講師：植田 真 先生（國學院大學兼任講師）

作成した縄文原体（羽状縄文）



第２回講座・ワークショップのようす

• 講座「渡良瀬川流域の縄文時代後・晩期の土器」
講師：林 克彦 先生（五島美術館学芸部参与）

• ワークショップ「縄文時代の耳飾りづくり」
講師：角田祥子 先生（榛東村耳飾り館館長・学芸員）

私たちが作った耳飾り



第３回講座・ワークショップのようす

• 講座「栃木市内の縄文遺跡」
講師：芹澤清八先生（シン技術コンサル技術顧問）

• ワークショップ「黒曜石の石鏃づくり」
講師：大工原 豊先生（國學院大學栃木短期大学）



マスコットキャラクター製作

・研究会で考古学のマスコットキャラクターを製作

・キャラクターをデザインしたシール、マグネット、し
おりをつくり、講座・ワークショップなどで配布

とりまる かえんまる やじりん たまこ



学生研修・岩宿博物館見学および岩宿フォーラム参加

・11月４・５日に開催された岩宿フォーラムに研修として参加
テーマ：「更新世末期から完新世初頭における遊動的狩猟採集民」
基調講演：「縄文化はなぜ、どのように始まったかー旧石器-縄文移

行期の人間行動と生態行動―」
講師 谷口康浩先生 （國學院大學教授）

パネルディスカッション
本学大工原先生が司会者のシンポジウム

パネルディスカッションのようす

基調講演のようす

私たち学生



中根八幡遺跡第9次発掘調査速報展

・12月12日～12月26日の間、栃木市役所４階展示
コーナーにて展示

展示作業のようす 展示のようす



中根八幡遺跡遺物整理作業のようす

石器実測

ポリ袋に転写した拓本

土器の拓本採拓

土器への注記

大工原先生が発明
した拓本マシーン

望遠レンズを使用した土器の実測 望遠レンズで撮影した土器（ネガ）



今後の予定

1. 中根八幡遺跡は、総括報告書を作成するための遺物整理作業を継続して実施する。

2. 後・晩期の「渡良瀬縄文文化圏」の実態解明に向けて、土器・耳飾り・黒曜石の分析を継続して実施する。

3. 中根地区では、発掘調査のレガシーとして「縄文まつり」を継続して実施する。

4. 「渡良瀬縄文文化圏」の起源を解明するため、（仮称）聖地公園遺跡の発掘調査を実施する。

5. 縄文文化の内容を広く周知させるために、学習講座・ワークショップを継続して実施する。



栃木市教育委員会文化課のコメント

・地域の歴史を解明され、その成果が地域の宝となり、意義深い活動となっています。

遺跡周辺にお住まいの住民の方々だけでなく、市内の様々な地域にお住まいの方にとっても、
本活動への参加を通して、当時の歴史や文化への驚きとともに、地域愛を持つことができました。

・根気のいる発掘調査に加え、遺跡近隣の方々も協力したイベントが実施され、地域との連携が
大きく広がりました。また、講演会やワークショップが多く開催され、本市の歴史的特徴の一端が
明らかになり、より多くの方に知って頂いたことで、地域の魅力がさらに高まりました。

・本活動は、関係人口の増加や地域の魅力が高まることに加え、遺跡を保護する大切さも伝わ
り、本市の文化財保護の上でも大変効果がありました。今後も調査から分かった新たな成果の
発表や地域と連携した普及活動の実施に期待しております。
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